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秋
田
県
支
部
●
埔
里
の
馬
鎮
長
を
歓
迎

五
月
八
日
、
仙
北
市
観
光
協
会
、
田
沢
湖

国
際
交
流
の
推
進
団
体
、
そ
し
て
本
支
部
有

志
が
合
同
で
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
誘
致
の
た
め

に
来
日
し
た
南
投
県
埔
里
鎮
の
馬
文
君
鎮
長

一
向
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

会
場
は
昨
六
月
、
李
登
輝
氏
が
宿
泊
し
た

ホ
テ
ル
「
都
わ
す
れ
」
の
女
将
、
佐
藤
京
子

氏
経
営
の
田
沢
湖
湖
畔
の
ホ
テ
ル
「
イ
ス
キ

ヤ
」。
佐
藤
氏
を
は
じ
め
現
地
側
は
、
こ
れ

ま
で
も
馬
鎮
長
と
交
流
を
続
け
て
き
た
。

一
向
は
十
数
名
。
そ
れ
を
三
十
名
ほ
ど
で

お
迎
え
し
た
が
、
夕
刻
か
ら
開
始
さ
れ
た
パ

ー
テ
ィ
ー
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
閉
会
後

も
そ
の
ま
ま
二
次
会
に
突
入
、
夜
遅
く
ま
で

歓
談
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ダ
ン
ス
な
ど
、
賑
や
か

な
交
流
が
続
い
た
。
当
日
は
宮
城
県
支
部
の

小
川
英
子
氏
（
在
日
台
湾
婦
女
会
会
長
）
や

青
森
県
支
部
の
戴
淑
貴
事
務
局
次
長
、
本
部

の
永
山
英
樹
理
事
も
、
通
訳
な
ど
で
歓
迎
の

お
手
伝
い
に
駆
け
つ
け
た
。

十
一
月
に
は
、
今
度
は
支
部
有
志
が
埔
里

鎮
を
訪
問
し
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
で
の
相
互
交

流
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
な
お
支
部
の
正
式
発
足
式
を
秋
に
行

う
予
定
。�
（
編
集
部
）

新
潟
県
支
部
●
５
月
18
日
に
第
六
回
総
会

発
足
以
来
満
五
年
を
経
過
し
た
新
潟
県
支

部
で
は
、
去
る
五
月
十
八
日
に
約
五
十
名
が

参
加
し
て
、
第
六
回
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
伊
藤
栄
三
郎
名
誉
支
部
長
よ

り
台
湾
総
統
選
挙
の
際
に
お
け
る
対
応
や
、

李
登
輝
先
生
ご
夫
妻
を
新
潟
に
お
招
き
す
る

運
動
に
つ
い
て
の
経
過
説
明
も
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
当
支
部
で
は
会
員
数
が
八
十
人
前
後

と
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
今
年
度
の
事
業
計
画

で
は
「
会
員
数
を
百
名
に
す
る
」
こ
と
を
最

重
点
課
題
と
し
た
。

総
会
後
半
の
記
念
講
演
は
、
講
師
に
林
建

良
先
生
を
お
迎
え
し
た
。
総
統
選
後
間
も
な

く
で
も
あ
り
、
し
か
も
演
題
が
「
李
登
輝
先

生
の
最
後
の
戦
い
」
と
い
う
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

な
も
の
で
、
参
加
者
の
関
心
は
高
か
っ
た
。

講
演
の
要
旨
は
「
台
湾
人
の
考
え
は
、
民

主
的
で
自
由
な
現
在
の
台
湾
を
維
持
し
て
い

く
と
い
う
の
が
大
方
の
総
意
。
民
進
党
も
国

民
党
も
そ
の
考
え
は
同
じ
で
、
独
立
派
、
統

一
派
の
旗
は
権
力
闘
争
の
具
に
過
ぎ
な
い
。

李
先
生
は
常
に
百
年
単
位
で
将
来
の
こ
と
を

考
え
て
お
ら
れ
、
馬
英
九
政
権
に
も
李
先
生

の
人
脈
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
李
先
生
の
最

支
部
だ
よ
り
●
各
地
か
ら

秋
田
・
新
潟
・
青
森
・
宮
城
・
福
井
・
千
葉

カラオケに興じる馬鎮長（中央、5月8日）
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後
の
大
き
な
仕
事
は
、
今
ま
で
以
上
に
台
湾

と
日
本
の
関
係
を
親
密
に
し
て
い
く
こ
と
だ

と
思
う
。
日
台
は
い
っ
そ
う
緊
密
に
協
力
し

て
、
将
来
の
諸
問
題
に
対
応
し
て
い
こ
う
で

は
な
い
か
」
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
熱
弁
に

深
く
感
動
さ
せ
ら
れ
た
。

（
支
部
長
・
下
村
忠
行
）

青
森
県
支
部
●
５
月
17
日
に
役
員
改
選

五
月
十
七
日
、
青
森
市
内
の
青
森
県
国
際

交
流
協
会
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
青
森
日
台
交
流
会

と
の
合
同
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
つ
の

会
の
理
念
は
共
に
「
日
台
共
栄
」
で
あ
り
、

中
心
メ
ン
バ
ー
も
同
じ
方
が
多
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
合
同
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
若
干
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

支
部
長
─
大
見
光
男
、
副
支
部
長
─
江
坂

庄
一
、
菊
池
晃
（
新
任
）、
事
務
局
長
─
中

西
功
、
事
務
局
次
長
─
戴
淑
貴
。

ま
た
今
年
の
講
演
会
や
料
理
教
室
や
語
学

講
座
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
し
た
。

閉
会
後
の
お
茶
会
で
は
台
湾
総
統
選
挙
、

チ
ベ
ッ
ト
問
題
、
今
後
の
台
湾
な
ど
の
話
題

に
も
及
び
ま
し
た
。

本
会
は
会
員
達
と
多
く
の
方
々
の
支
え
の

お
か
け
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
活
動
の
拡
大
と
充
実
を
期
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
協
力

ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。�

（
事
務
局
次
長
・
戴
淑
貴
）

宮
城
県
支
部
●
李
登
輝
先
生
句
碑
を
建
立

六
月
八
日
、
李
登
輝
元
総
統
が
昨
年
来
日

さ
れ
た
折
、
宮
城
県
・
松
島
で
曽
文
惠
夫
人

と
と
も
に
詠
ま
れ
た
俳
句
の
句
碑
が
建
立
さ

れ
、
そ
の
除
幕
式
が
新
緑
に
映
え
る
松
島
の

瑞
巖
寺
境
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

除
幕
式
は
宮
城
県
支
部
（
嶋
津
紀
夫
支
部

長
）
と
宮
城
県
日
台
親
善
協
会
（
相
沢
光
哉

会
長
）
の
共
催
に
よ
り
、
郭
仲
煕
・
台
湾
駐

日
代
表
処
業
務
組
次
長
、
秋
葉
賢
也
・
衆
院

議
員
、
大
橋
健
男
・
松
島
町
町
長
、
柚
原
正

敬
・
本
会
事
務
局
長
、
林
慎
平
・
本
会
理
事

な
ど
の
来
賓
の
他
、
小
川
英
子
・
在
日
台
湾

婦
女
会
会
長
や
県
議
会
議
員
、
支
部
会
員
な

ど
地
元
の
方
々
約
五
十
名
が
参
列
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
ず
来
賓
の
方
々
に
よ
る
除
幕
式
が
行
わ

れ
、
句
碑
を
お
お
う
白
布
に
つ
な
が
れ
た
赤

い
テ
ー
プ
を
引
く
や
黒
光
り
す
る
句
碑
が
燦

然
と
現
れ
、
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
瑞
巌
寺
の
僧
侶
に
よ
る
開

眼
法
要
、
主
催
者
の
相
沢
光
哉
氏
（
本
会
理

事
）
の
式
辞
、
そ
し
て
李
登
輝
先
生
か
ら
の

懇
篤
な
ご
祝
辞
を
柚
原
事
務
局
長
が
代
読
。

続
い
て
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
嶋
津
支
部
長

に
よ
る
閉
式
宣
言
を
も
っ
て
式
典
を
終
了
。

引
き
続
き
、
瑞
巌
寺
の
隣
に
佇
み
、
李
登

輝
先
生
が
お
茶
を
喫
す
る
た
め
に
立
ち
寄
ら

れ
た
円
通
院
に
て
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
日
本

建立の句碑と相沢（右）・嶋津両氏（6月
8日、松島・瑞巌寺）
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初
と
な
る
李
登
輝
先
生
句
碑
の
除
幕
式
を
滞

り
な
く
終
え
ま
し
た
。�

（
編
集
部
）

福
井
県
支
部
●
李
登
輝
先
生
と
面
会

本
支
部
は
五
月
十
七
日
に
発
足
、
役
員
に

は
私
、
白
崎
一
衛
が
支
部
長
、
宮
内
治
彦
氏

と
藤
田
敏
男
氏
が
副
支
部
長
、
三
上
伊
三
男

氏
が
事
務
局
長
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し

た
。
ま
た
顧
問
に
は
山
谷
え
り
子
・
参
院
議

員
、
稲
田
朋
美
・
衆
院
議
員
、
宮
元
陸
・
石

川
県
議
に
ご
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
福
井
市
内
で
発
足
会
を
開
催
。
本

部
の
永
山
英
樹
理
事
を
含
め
約
二
十
名
の
出

席
が
あ
り
ま
し
た
。
初
対
面
の
方
も
多
く
、

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
台
湾
関

係
の
本
、
李
登
輝
先
生
の
本
で
台
湾
の
重
要

性
に
気
付
き
、
日
台
が
置
か
れ
て
い
る
現
状

に
憂
い
を
感
じ
て
い
る
方
が
多
い
の
に
驚
き

ま
し
た
。
稲
田
顧
問
も
見
え
、
エ
ー
ル
を
送

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
六
月
三
日
は
小
松―

台
北
の
定
期
便

が
就
航
、
白
崎
、
藤
田
、
三
上
、
白
崎
妻
の

四
名
は
定
期
便
誘
致
で
奔
走
さ
れ
た
宮
元
顧

問
に
同
行
し
、
そ
の
一
番
機
で
台
湾
を
訪
問

し
ま
し
た
。

李
登
輝
先
生
と
も
面
会
し
、
支
部
発
足
を

報
告
。
私
た
ち
が
お
目
に
か
か
る
の
は
李
登

輝
学
校
に
参
加
し
て
以
来
で
し
た
が
、
い
つ

も
な
が
ら
の
気
迫
に
敬
服
。
日
台
の
絆
の
た

め
頑
張
ろ
う
と
、
決
意
を
新
た
に
し
た
次
第

で
す
。�

（
支
部
長
・
白
崎
一
衛
）

千
葉
県
支
部
●
第
２
回
台
湾
問
題
研
究
会

六
月
七
日
、
船
橋
市
内
の
サ
ン
・
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
船
橋
で
台
湾
の
楊
應
吟
氏
を
講
師

に
第
二
回
台
湾
問
題
研
究
会
を
開
催
し
た
。

当
支
部
で
は
地
道
に
努
力
さ
れ
て
き
た
民

間
人
の
生
の
お
話
を
聞
く
と
い
う
方
針
な
の

で
、
今
回
は
鍼
灸
を
通
じ
て
日
台
の
民
間
交

流
に
尽
力
さ
れ
、『
素
晴
ら
し
か
っ
た
日
本

の
先
生
と
そ
の
教
育
』（
桜
の
花
出
版
）
の

著
書
も
あ
る
楊
應
吟
氏
に
「
好
日
か
ら
抗
日

に
移
り
行
く
台
湾
」
と
題
し
て
講
演
を
依

頼
。
参
加
者
五
十
名
余
の
中
に
は
、
遠
く
香

港
、
台
湾
、
福
岡
、
滋
賀
か
ら
も
。
ま
た
会

員
以
外
方
の
比
率
が
三
分
の
一
を
占
め
た
。

当
支
部
ブ
ロ
グ
「
千
葉
発
日
台
共
栄
」
の
フ

ァ
ン
や
楊
氏
の
お
弟
子
さ
ん
た
ち
の
参
加
も

多
く
、
草
の
根
的
活
動
の
成
果
と
い
え
る
。

楊
氏
は
台
湾
の
親
日
感
情
は
日
本
語
世
代

の
存
在
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、
世
代
交

替
し
た
時
、
こ
の
親
日
が
反
日
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
い
う
。
原
因
は
戦
前
の
日
本
の
行

為
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
よ

り
も
、
戦
後
の
日
本
政
府
の
台
湾
に
対
す
る

無
知
、
無
視
な
ど
と
の
こ
と
。
そ
し
て
、
台

湾
を
反
日
に
し
な
い
た
め
に
は
民
間
交
流
の

強
化
と
結
論
付
け
た
楊
講
師
に
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
た
。
参
加
者
の
大
半
は
懇
親
会
に

も
参
加
し
て
親
交
を
深
め
、
有
意
義
な
一
日

と
な
っ
た
。�

（
事
務
局
長
・
金
光
俊
典
） 講演する楊應吟氏（6月7日、船橋市）


